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今
後
の
日
本
の
外
交
や
安
全
保
障
政
策
、
そ
の
あ
り
方
を
考
え
る
に
当
た
っ
て
は
、
大
義
な
き
イ
ラ
ク
戦
争
の
、
し
っ
か
り

と
し
た
総
括
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
以
下
、
質
問
す
る
。 

一 

国
際
法
上
、
武
力
行
使
が
許
さ
れ
る
の
は
、
「
自
衛
権
の
行
使
（
自
衛
戦
争
）
」
、
ま
た
は
「
国
連
決
議
に
よ
る
武
力
行

使
の
承
認
」
の
場
合
に
限
ら
れ
る
と
理
解
し
て
よ
い
か
。
政
府
の
見
解
如
何
。 

二 

イ
ラ
ク
戦
争
の
場
合
は
、
当
時
、
イ
ラ
ク
が
米
国
に
と
っ
て
「
急
迫
不
正
の
侵
害
」
を
す
る
脅
威
で
あ
っ
た
と
は
言
え
ず

（
「
自
衛
権
の
行
使
」
で
は
な
く
）
、
ま
た
、
イ
ラ
ク
が
米
国
に
お
け
る
九
・
一
一
テ
ロ
に
関
与
し
た
証
拠
も
な
か
っ
た
。

「
自
衛
権
の
行
使
」
は
、
イ
ラ
ク
戦
争
を
正
当
化
す
る
理
由
に
な
ら
な
い
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
如
何
。 

三 

次
に
、
「
国
連
決
議
に
よ
る
武
力
行
使
の
承
認
」
が
あ
っ
た
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
米
国
、
英
国
以
外
の
国
連
常
任
理
事

国
、
更
に
は
ド
イ
ツ
も
イ
ラ
ク
戦
争
に
明
確
に
反
対
、
当
時
の
ア
ナ
ン
国
連
事
務
総
長
も
「
新
た
な
決
議
な
し
の
攻
撃
は
違

法
」
と
断
じ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
イ
ラ
ク
戦
争
は
国
連
決
議
に
基
づ
く
と
は
言
え
ず
、
国
連
憲
章
違
反
、
国
際
法
違
反

で
は
な
い
か
。
政
府
の
見
解
如
何
。 

四 

日
本
政
府
や
当
時
の
米
国
、
英
国
政
府
は
、
苦
肉
の
策
と
し
て
、
湾
岸
戦
争
時
の
イ
ラ
ク
と
の
停
戦
決
議
で
あ
る
国
連
安
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保
理
決
議
六
八
七
（
大
量
破
壊
兵
器
の
破
棄
命
令
を
含
む
）
、
そ
の
前
提
と
な
る
国
連
安
保
理
決
議
六
七
八
が
あ
れ
ば
足
り

る
と
し
た
が
、
そ
の
国
連
安
保
理
決
議
六
七
八
を
国
連
安
保
理
議
長
と
し
て
採
択
し
た
ベ
ー
カ
ー
米
国
務
長
官
（
当
時
）
で

す
ら
、
の
ち
に
回
顧
録
の
中
で
、
「
国
連
決
議
が
多
国
籍
軍
に
認
め
て
い
た
の
は
ク
ウ
ェ
ー
ト
の
解
放
だ
け
だ
か
ら
、
そ
れ

を
尊
重
す
べ
き
」
と
し
て
い
る
。 

 
 

そ
れ
で
も
な
お
、
日
本
政
府
は
、
現
時
点
に
お
い
て
も
、
こ
の
イ
ラ
ク
戦
争
に
は
、
そ
れ
を
正
当
化
す
る
国
連
決
議
が
あ

っ
た
と
す
る
立
場
か
。 

五 

今
や
世
界
で
は
、
当
時
、
イ
ラ
ク
戦
争
を
遂
行
し
た
米
国
や
英
国
も
含
め
て
、
イ
ラ
ク
戦
争
は
「
間
違
っ
た
戦
争
だ
っ

た
」
と
総
括
さ
れ
て
い
る
。 

 
 

英
国
で
は
、
七
年
間
に
わ
た
り
、
イ
ラ
ク
戦
争
へ
の
参
戦
と
、
そ
の
後
の
経
緯
を
調
べ
る
独
立
調
査
委
員
会
が
設
け
ら

れ
、
二
〇
一
六
年
七
月
六
日
、
チ
ル
コ
ッ
ト
委
員
長
は
、
二
〇
〇
三
年
三
月
の
時
点
で
は
フ
セ
イ
ン
大
統
領
か
ら
の
「
切
迫

し
た
脅
威
」
は
な
く
、
国
連
安
全
保
障
理
事
会
の
大
多
数
が
支
持
し
て
い
た
封
じ
込
め
政
策
の
継
続
は
可
能
だ
っ
た
と
指
摘

し
た
う
え
で
、
政
府
が
得
て
い
た
機
密
情
報
は
武
力
行
使
の
正
当
な
根
拠
と
な
る
に
は
不
十
分
で
、
外
交
手
段
を
尽
く
し
て

も
い
な
か
っ
た
と
い
う
分
厚
い
報
告
書
を
提
出
し
た
。
当
時
の
首
相
、
ブ
レ
ア
氏
も
イ
ラ
ク
戦
争
の
間
違
い
を
認
め
、
国
民
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に
謝
罪
し
た
。
ま
た
、
英
国
法
務
長
官
や
外
務
省
の
法
務
部
門
も
「
新
た
な
国
連
決
議
が
な
い
武
力
行
使
は
違
法
と
考
え
て

い
た
」
と
証
言
し
た
。
英
国
情
報
機
関
「
Ｍ
Ｉ
６
」
の
対
テ
ロ
部
門
の
責
任
者
も
、
イ
ラ
ク
が
保
有
し
て
い
る
と
さ
れ
た
生

物
化
学
兵
器
の
実
証
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
も
明
ら
か
に
し
て
い
る
。 

 
 

当
時
、
国
際
原
子
力
機
関
（
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
）
も
イ
ラ
ク
に
核
開
発
計
画
は
な
い
と
認
め
て
お
り
、
国
連
監
視
検
証
査
察
委
員

会
も
、
イ
ラ
ク
が
査
察
に
協
力
し
て
い
る
と
報
告
し
て
い
た
。 

 
 

ま
た
、
米
国
で
は
、
二
〇
〇
八
年
大
統
領
選
で
、
イ
ラ
ク
戦
争
を
「
誤
っ
た
戦
争
」
と
批
判
し
た
オ
バ
マ
氏
が
当
選
、
本

当
の
敵
は
九
・
一
一
の
首
謀
者
で
あ
る
ウ
サ
マ
・
ビ
ン
・
ラ
デ
ィ
ン
と
し
て
、
大
統
領
就
任
後
、
イ
ラ
ク
か
ら
の
早
期
撤
退

と
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
へ
の
追
加
派
兵
を
行
っ
た
。
バ
イ
デ
ン
大
統
領
も
、
大
統
領
選
で
イ
ラ
ク
戦
争
を
「
大
き
な
間
違
い
だ

っ
た
」
と
し
、
二
〇
〇
二
年
に
上
院
議
員
と
し
て
開
戦
に
賛
成
し
た
の
は
誤
り
だ
っ
た
と
認
め
た
。 

 
 

オ
ラ
ン
ダ
で
も
、
独
立
調
査
委
員
会
が
二
〇
一
〇
年
に
「
イ
ラ
ク
戦
争
は
国
際
法
違
反
だ
っ
た
」
と
結
論
づ
け
る
報
告
書

を
公
表
し
た
。 

 
 

そ
れ
で
も
、
日
本
政
府
は
、
イ
ラ
ク
戦
争
を
「
間
違
い
だ
っ
た
」
と
認
め
な
い
の
か
。
認
め
な
い
な
ら
、
そ
の
理
由
を
明

確
に
さ
れ
た
い
。 
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六 

私
の
理
解
で
は
、
外
務
省
が
二
〇
一
二
年
十
二
月
に
、
「
対
イ
ラ
ク
武
力
行
使
に
関
す
る
我
が
国
の
対
応
（
検
証
結

果
）
」
を
発
表
し
た
が
、
そ
こ
で
は
、
イ
ラ
ク
の
大
量
破
壊
兵
器
に
関
す
る
外
務
省
の
情
報
不
足
を
反
省
し
つ
つ
も
、
日
本

政
府
が
米
英
等
の
武
力
行
使
を
支
持
し
た
こ
と
の
是
非
自
体
に
つ
い
て
検
証
す
る
も
の
で
は
な
い
と
し
て
い
る
。 

 
 

こ
の
他
に
、
日
本
政
府
は
、
こ
れ
ま
で
、
イ
ラ
ク
戦
争
の
総
括
（
検
証
）
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
公
式
文
書
（
政
府
見

解
）
を
公
表
し
て
い
る
の
か
。 

七 

私
も
、
あ
の
サ
ダ
ム
・
フ
セ
イ
ン
を
擁
護
す
る
気
は
全
く
な
い
が
、
戦
争
は
双
方
に
、
特
に
罪
の
な
い
民
衆
に
悲
惨
な
結

末
を
も
た
ら
す
。
本
来
、
ぎ
り
ぎ
り
の
外
交
的
手
段
を
尽
く
し
、
最
終
最
後
の
手
段
と
し
て
行
使
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ

る
。
そ
し
て
、
そ
の
場
合
も
、
当
然
、
国
際
社
会
の
ル
ー
ル
に
則
っ
て
行
わ
れ
る
必
要
が
あ
る
。 

 
 

正
当
性
な
き
武
力
行
使
は
、
冷
戦
後
の
世
界
秩
序
の
崩
壊
に
つ
な
が
り
、
そ
の
結
果
、
民
族
や
宗
教
等
に
起
因
す
る
地
域

紛
争
や
テ
ロ
行
為
の
多
発
を
助
長
し
、
ひ
い
て
は
我
が
国
の
安
全
に
脅
威
を
及
ぼ
す
と
考
え
る
。
現
に
、
イ
ラ
ク
戦
争
と
フ

セ
イ
ン
政
権
の
崩
壊
に
よ
り
、
イ
ラ
ク
は
混
乱
に
陥
り
、
宗
派
対
立
が
激
化
し
て
国
際
テ
ロ
組
織
ア
ル
カ
イ
ダ
が
勢
力
を
増

し
、
後
に
過
激
派
組
織
「
イ
ラ
ク
・
シ
リ
ア
・
イ
ス
ラ
ム
国
（
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
）
」
が
台
頭
し
た
。 

 
 

こ
の
点
、
英
国
の
ブ
レ
ア
元
首
相
も
、
米
メ
デ
ィ
ア
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
（
二
〇
一
五
年
十
月
二
十
五
日
）
で
、
イ
ラ
ク
戦
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争
が
過
激
派
組
織
「
イ
ス
ラ
ム
国
」
の
台
頭
に
つ
な
が
っ
た
と
認
め
た
。
政
府
も
同
じ
認
識
か
。 

八 
日
本
政
府
も
、
英
国
、
オ
ラ
ン
ダ
の
よ
う
な
独
立
調
査
委
員
会
を
設
け
、
あ
ら
た
め
て
、
イ
ラ
ク
戦
争
の
総
括
を
し
た
ら

ど
う
か
。
政
府
の
見
解
如
何
。 

 

右
質
問
す
る
。 


